
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)対策 

福岡市 新型コロナウイルス感染症 新規陽性者数 

●第１波：海外からの帰国者やその接触者等に感染者が発生。

●第２波：接待を伴う飲食店、若者が多く利用するクラブ等、三密の環境で感染者が

発生。 

●第３波：忘年会、年末年始の飲食を伴う会食等で、爆発的に流行。

●第４波：R3年 4月からアルファ株が検出され、5月末にはアルファ株が感染者

全体の 90％を超えた。 

R3年 6月からデルタ株の国内流入。 

●第５波：アルファ株と比較して感染力が 1.5倍と言われるデルタ株が流行。

60歳未満の若い世代の感染が目立った。 

●第６波：1月～3月での感染の主流はオミクロン株「BA. 1」系統。

3月中旬から再び増加傾向を認め、オミクロン株「BA.2」系統が主流となる。 

●第７波：感染の主流はオミクロン株「BA.5」系統。

子どもを含む 40歳代以下での感染が増加し、その後、高齢者層へと感染が 

拡大。 

◆ 令和２年度以降の福岡市の感染状況
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●第８波：引き続きオミクロン株「BA.5」系統が主流だが、オミクロン株亜系統も 

検出されている。 

       20～40歳代の若い世代で感染が増加し、その後高齢者層でも感染拡大 

 

●R5.7 月現在：オミクロン株「XBB」系統の割合が大部分を占めている。 

 

 

 

 

 

 
 

第 30週：7/24～7/30 
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福岡市 新型コロナウイルス感染症発生動向
（定点当たり報告数）
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◎５類移行による主な変更点 

項 目 ５/７まで（２類感染症相当） ５/８以降（５類感染症） 

発生動向 すべての感染者数を毎日公表 

※発生届などによる全数報告 

定点調査による週１回公表 

※定点医療機関による報告数 

医療体制 限られた医療機関による対応 幅広い医療機関による対応に移行 

外来医療費・

検査 

自己負担なし 

※初診料等を除く 

自己負担あり（保険診療） 

※コロナ治療薬は９月末まで公費支

援 

入 院 費 自己負担なし 自己負担あり（保険診療） 

※高額療養費制度の自己負担の一部

（上限２万円）は９月末まで公費支

援 

法に基づく 

外出自粛要請 

あ り 

※発症後7日（１０日）かつ症

状軽快から24 時間経過するま

で外出自粛要請 

な し 

※発症後５日かつ症状軽快から24時

間経過するまで外出を控え、10日経

過するまではマスクを着用しハイリ

スク者との接触は控えるよう推奨 

健康観察、 

濃厚接触者の

特定 

あ り 

※健康観察はハイリスク者に

対してのみ 

な し 

宿泊療養施設 あ り な し 

感染対策 

（マスク等） 

基本的対処方針、業種別ガイ

ドラインに基づく対策 

個人や事業者の判断 

※基本的対処方針・業種別ガイドラ

イン廃止 

 

◎保健所の取り組み 

 〇高齢者施設への訪問指導 

平時より、「新型コロナ「５類」移行後の高齢者施設感染対策チェックリスト」を、入所系高齢

者施設に送付し、回答を確認・分析後、必要に応じて、施設に確認の連絡や施設訪問等を実施して

いる。 

 

 〇入院調整支援 

 感染拡大時期において、外来対応医療機関で入院受入先がみつからない時は、保健所が空床のあ

る入院受入先を外来対応医療機関に案内するなどの支援を行う。 
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